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ジョージ４世：壮麗なアートコレクション  

ジョージ４世（1762–1830）は生涯にわたり芸術と建築に強い興味を抱き、ヨーロ

ッパでも随一の絵画と装飾芸術のコレクションを作り上げました。 

ジョージ３世とシャーロット王妃の長男として生まれたジョージは、頭がよく頑固

で、両親の権威に反抗しました。青年時代は愛人や飲酒癖、ダンディーな服装で知

られ、風刺作家は彼のライフスタイルを批判する版画を発行し、新聞ではその乱行

が恐怖の念でもって語られました。1811年に父親のジョージ３世が精神疾患から統

治が困難になると、ジョージは摂政皇太子に任命され、1820年に父親が亡くなると

王に即位します。ジョージ４世は君主としては不人気で、その贅沢なライフスタイ

ルは、国が経済的問題を抱え、政治的混乱にあっても、変わることはありませんで

した。 

ジョージのアートコレクションは彼の邸宅に飾られましたが、その邸宅自体も一流

の建築家によりデザインされた傑作でした。注意深く演出された壮麗なコレクショ

ンは、特に戴冠式において君主の偉大さを誇示するものでした。ジョージの購入品

は今でも、偉大な美術品の一部としてロイヤル・コレクションに収蔵されていま

す。ロンドンとウィンザーにある宮殿はジョージの構想に沿って建築が行われ、現

在でも使用されています。 

  



4 

 

 

  



5 

 

1762 

ジョージ３世とシャーロット 

王妃の長男として誕生、プ 

リンス・オブ・ウェールズ 

(皇太子)の称号を与えられる 

 

1783 

成年に達したジョージはロンド 

ンの住居としてカールトン・ハ 

ウスを与えられる 

 

1795 

皇太子ジョージとキャロライ 

ン・オブ・ブランズウィック 

の結婚 

 

1796 

皇太子ジョージとキャロライ 

ン・オブ・ブランズウィック 

の唯一の子ども、シャーロット王女の

誕生 

1811 

父親が精神疾患のため統治が 

困難になり、ジョージは摂政 

皇太子に就任 

 

1817 

シャーロット王女が死亡 

 

1820 

ジョージ３世が死亡し、 

ジョージ４世として即位 

 

1821 

ウェストミンスター寺院 

でジョージ４世の戴冠式 

が挙行 

 

1830 

ジョージ４世ウィンザー城で死亡 

 

 

本展覧会では、ジョージの生涯を通して「ジョージ４世」の呼び名が使用されてい

ます。 
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家族と友人  

ジョージの肖像画のコレクションは膨大で、見事なものでした。両親や14人の兄弟

姉妹の多数の肖像画に加え、王座を狙って張り合うスチュワート家の祖先のものも

ありました。ジョージは特に、同じく熱心なコレクターだったチャールズ１世と、

イギリス革命後の1660年に王に復位したチャールズ２世に魅了されました。 

1780年代から1790年代にかけて美術アドバイザーを務めた親しい友人のミニチュア

リスト、リチャード・コズウェイが、ジョージの姉妹や友人のミニチュア画を制作

しました。コズウェイの優雅な肖像画は、ジョージとお気に入りの愛人、マリア・

フィッツハーバートとの間で愛情の印として用いられました。対照的に、ジョージ

とキャロライン・オブ・ブランズウィックとの結婚はまったくうまくいかず、ロイ

ヤル・コレクションには彼女の肖像画はほとんどありません。 

皇太子として、ジョージは非公式の謁見を行い、父ジョージ３世のトーリー政府に

反対する政治家や、社交界の美しい貴婦人の訪問をよく受けました。彼の飲酒癖と

女癖は風刺画の格好のテーマとなり、本人が好んだ威厳ある正式の肖像画とは対照

をなしています。しかし、ロンドンの邸宅では室内楽コンサートや祝宴パーティー

など厳粛な行事も催され、著名人によるフェンシングのショーも少なくとも一度開

催されました。 
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個人的な趣味  

ジョージの芸術家に対する愛顧は主に君主に対する大衆イメージを強化することを

意図していましたが、プライベートでも自分のために作品を収集していました。聖

餐後に芝居や風景の版画や描画、風刺画を見るのが好きで、（豪華なパーティーを

催していなければ）親しい友人を招いてともに版画集を見て楽しみました。大変な

読書家で、古典的な歴史ものからジェーン・オースティンの小説まで、その趣味は

幅広いものでした。ジョージのカールトン・ハウスにある図書室の正確な記録は残

っていませんが、1806年の目録によると、当時は書棚やテーブル、象牙がはめ込ま

れた黒壇の読書スタンドが備え付けられていたようです。ここにある書棚とその収

蔵物、テーブルはカールストン・ハウスの図書室のものですが、これらは 19世紀に

変更されています。 

ジョージはコレクションによって、現実には手にすることのない自由を味わうこと

ができました。書物や版画、描画を通して、自分では訪れることができない国々に

ついて学び、父親の反対のために参加できなかった軍事作戦について情報を得るこ

とができました。そのコレクションから、ジョージが特にフランスの歴史や文化に

魅了されていたことが分かり、その関心は生涯にわたる収集の動機となりました。 
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カールトン・ハウス  

ロンドンのペルメルにあるカールトン・ハウスは、1783年にジョージが成年に達し

たときに贈られたものです。その後 40年の年月をかけて、ジョージは織物が豊かに

用いられた、上品で色彩豊かなインテリアを作り上げました。素晴らしい調度品や

彫刻、磁器、絵画が置かれ、その多くはフランス革命直後のパリで購入されたもの

でした。その中には、レンブラントやルーベン、テニールスなどのオランダやフラ

ンドルの巨匠による絵画も含まれていました。これらは注意深く分類され、精巧な

化粧板を張り付けた、または金銅の架台の付いた磁器やハードストーンのパネルを

組み込んだ、上品な調度品 の上に掛けられました。カールトン・ハウスで、ジョー

ジは初めて空想的な中国風の構想を用いて実験を行い、それは後にブライトンのロ

イヤル・パビリオンで実を結びます。 

摂政時代とジョージ４世としての治世の初期に、カールトン・ハウスは宮廷生活の

中心となり、その豪華なインテリアはますます豪勢さを増す社交生活の舞台となり

ました。しかし、建物は構造上の欠陥を抱え、1827 年に取り壊されます。ここにあ

った調度品は、ジョージ４世が生涯最後の 10年間を主に過ごしたバッキンガム宮殿

やウィンザー城で、新しい建築プロジェクトに再使用されました。  
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カールトン・ハウス  

ジョージがロンドンの住居としてカールトン・ハウスを贈られたとき、建物は今に

も倒壊しそうでした。ジョージは建築家のヘンリー・ホーランドを雇って既存の住

居を改装し、新しいステート・アパートメントを加えました。ホーランドはファッ

ショナブルなフランス風の新古典スタイルを好み、建物の外観とインテリアデザイ

ンの両方に取り組みました。しかし、彼の上品なインテリアのほとんどは、ジョー

ジがコレクターのウォルシュ・ポーターの助言を仰ぎ始めた 1805年以降に失われて

しまいました。ポーターは、ジョージのアートコレクションとパーティーの背景と

して、劇的なインテリアを導入しました。カールトン・ハウスは 1820年代半ばに取

り壊されましたが、その外観はその直前に制作された一連の水彩画に記録されてい

ます。 
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ブライトン・パビリオン、ウィンザー城とバッキンガム宮殿  

ジョージはロンドンを離れ、ファッショナブルな海辺のリゾート地、ブライトンで

多くの時間を過ごすようになります。彼はそこで、中国、インド、そして日本の芸

術から着想を得た空想的な「オリエンタル」スタイルでもって、海に面した別荘を

改築します。これが現在のブライトン・パビリオンです。 

ジョージは王になりウィンザー城とバッキンガム・ハウスを相続するとすぐに、一

流の建築家やインテリアデザイナーと協力して改修を始めます。ジョン・ナッシュ

の指導のもと、バッキンガム・ハウスは壮大なバッキンガム宮殿に変容しました。

ウィンザー城でジェフリー・ワイアットヴィルが用いたゴシック・リバイバル様式

は、1086年以来王家の住居であるこの場所の長い歴史を踏まえてのものです。 

ここでも、ジョージの全ての建築プロジェクトと同様、偉大な君主に相応しい壮麗

な部屋部屋に優れた絵画と装飾美術のコレクションを収容できるよう、インテリア

はデザインされました。 
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ジョージ４世の宮廷での儀式  

ジョージ４世は生涯を通して、国家行事では光輝いていました。摂政時代には、ナ

ポレオン戦争後に新たに結成した騎士団のために、ダイアモンドが連なった新しい

勲章を発注しました。戴冠式は彼の人生の中でも最も壮大なものでした。コスチュ

ームのデザインからまばゆいダイアモンドのヘッドドレスまで、王自ら儀式のあら

ゆる側面に密接に関与しました。戴冠式を終えてから数ヶ月間、ジョージ４世はダ

ブリン、ハノーファー、エディンバラを訪れ、大衆の称賛を浴びました。 
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武具類  

カールトン・ハウスにあるジョージ４世の武器、甲冑、その他の軍事関連物のコレ

クションは名高いものでした。武具類は屋階の５つの部屋に置かれ、そこは壁から

天井まで様々なものがぎっしりと詰まっていました。武具類の中には、世界各国か

らのギフトや骨董品とともに、ダース・エッグなどの当時の職人による貴重な作品

や歴史的なヨーロッパの兵器も含まれていました。 
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君主としての威厳  

ジョージ４世の治世は２つの大きな建築プロジェクトによって特徴づけられます。

幼少時代に住んでいたバッキンガム・ハウスは、ジョン・ナッシュの建築スタイル

をもとに、ヨーロッパのどの宮殿にも引けを取らないバッキンガム宮殿に生まれ変

わりました。ウィンザー城には、ジェフリー・ワイアットヴィルによって上品で快

適な新しいステート・アパートメントが建てられ、モレル＆セドン社によって調度

品が備え付けられました。 

体調が優れず、公の場に姿を現すことは少なくなってきましたが、ジョージ４世は

自身の大衆イメージを保つために多くの芸術品を収集し続けました。豪華な行事を

催す目的で、王家の金細工師であるランデル、ブリッジ＆ランデルから大量のシル

バーを購入しました。ジョージ４世から依頼を受け、サー・トーマス・ローレンス

はワーテルローの戦いと戦後に関与した軍の英雄や指導者の素晴らしい肖像画を描

き上げました。 

今日でも、王宮を訪れる人々は、そのインテリアの中にジョージ４世が収集した

数々の作品を見ることができます。これらは、芸術に対する情熱において比類のな

いパトロン、コレクターであった、ジョージ４世の遺産といえます。 
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ワーテルローの間の肖像画  

ジョージは当初、1814年にフランス軍を破った軍人らの肖像画の制作を、著名な画

家であるサー・トーマス・ローレンスに依頼しました。ナポレオン皇帝がエルバ島

に追放された頃です。その後、ワーテルローの戦いを受け、このプロジェクトは拡

大し、軍の英雄や指導者に加え、ウィーン会議の交渉に関わった統治者を含むよう

になりました。ウィーン会議は、戦争ではなく外交を支持することで、ヨーロッパ

を再定義するものでした。壮大な 28点の全身像または半身像はローレンスの最高傑

作といえます。これらは、ジョージ４世とローレンスの両人が亡くなった後に、ウ

ィンザー城に新しく作られたギャラリー、ワーテルローの間に掛けられました。 

 

 


